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　JECCは10月7日、東京・経団連会館カンファレンスに
おいて、「2019年度優秀保守技術者表彰式典」を開催し
た。「保守サービス向上月間」の一環として毎年行って
いる行事で、今年48回目を迎えた。式典には、今年度の
優秀保守技術者に選ばれた25グループ、標語・感想文の
入賞者が招待され、JECCの桑田始社長から表彰された。
　表彰式典は、お客様のコンピュータ・システムの安定
稼動を維持するために、トラブルを未然に防ぐ予防保
守活動をはじめ、万一故障があった場合、昼夜の区別な
く、システム復旧のために努力している保守サービス技
術者や、支援関係者の日ごろの努力を称え、感謝するも
の。JECCが1972年から実施している。
　優秀保守技術者として表彰されたのは、ユーザー及び
メーカーから高い評価を受け、推薦された25の担当保守
グループのメンバー221名。各グループから代表1名が出
席し、表彰を受けた。あわせて、JECCが募集した「保守

サービス向上月間標語」（応募数1万7,466編）の中から
選ばれた最優秀賞1名と優秀賞3名、「保守サービスに関
する感想文」（同407編）から選ばれた最優秀賞1名、優
秀賞3名も表彰を受けた。
　式典ではJECC桑田始社長挨拶の後、表彰が行われ、
来賓の経済産業省商務情報政策局の渡辺琢也政策企画委
員、一般社団法人電子情報技術産業協会の川上景一常務
理事が祝辞を述べた。また、受賞者を代表して、株式会
社日立システムズ 金融プラットフォーム事業部 サービ
ス本部 アドバンスドサービス部 第一グループ 三木靖広
氏が挨拶を述べた。
　そして、サッカー解説者の山本昌邦氏が「心をつかむ
人材育成術」をテーマに記念講演を行い、人材の起用
法や育成法について、サッカー日本代表チームの監督・
コーチ時代に、実際に取り入れた指導法を交えて語った
（講演要旨は、2020年1月発行の新春号で掲載予定）。

　JECC　2019年度優秀保守技術者表彰式典を開催

保守技術者の日ごろの努力を称え、感謝

挨拶する桑田社長
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経済産業省　商務情報政策局
渡辺琢也政策企画委員の祝辞（要旨）
　本日、「第48回優秀保守技術者表彰式典」がかくも盛
大に開催されますことを心よりお慶び申し上げます。
　さて経済産業省では、サイバー空間とフィジカル空間
が融合し、情報システムの社会インフラ化がますます進
むとともに、企業経営と情報システムの一体化が進展し
ていくものと考えております。こうした中、企業のデジ
タル活用情報を調査し、昨年9月に、「デジタルトランス
フォーメーションレポート（DXレポート）」を公表しま
した。DXレポートでは、近年は新しい技術、サービスが
続々と創出されているビジネス変革の時代にあること、あ
らゆる産業において新たなデジタル技術を新たなビジネ
スモデルに役立てるデジタルトランスフォーメーションが
求められていること、といった現状に加えて、日本の既存
システムが、事業部門ごとに構築されている、カスタマイ
ズが特化しているなど複雑化が進んでいることも課題と
して挙げられています。こうした現状を踏まえ、今年6月
に政府として決定した「デジタル時代の新たなIT政策大

桑田始社長の挨拶（要旨）
　はじめに、この度の台風15号、令和元年8月豪雨により
被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げますととも
に、一日も早い復旧をお祈りいたします。
　私共JECCにおきましては、毎年10月を「保守サービス
向上月間」と定め、弊社賃貸資産の保守サービス状況を
総点検し、システムの安定稼動に日夜ご努力をいただい
ております保守技術者の方々、並びに、保守サービス向
上に関する標語及び感想文の優秀作品に入賞された方々
の表彰をあわせて行っております。昼夜を問わず、お客
様のITインフラをお守りする皆様の保守サービス業務
は、まさに社会にとって欠くことのできない最重要の仕
事であり、そのご努力は、弊社の保守状況調査において
も、お客様からの高い評価として表れております。
　さて、近年の「Society 5.0」の実現に向けた動きによ
り、新技術が続々と開発され、新しい価値やサービスが
創出されております。このような中、弊社といたしまして
もお客様との共創を通じ、お客様のビジネス・トランス
フォーメーションに貢献すべく、より一層のサービス向上
に取り組んでまいります。「ITとファイナンスを、プロ
デュース。」をブランドスローガンとして掲げております
が、ITとファイナンスを融合した、多様で先進的なサー
ビスを通じて、戦略的なIT利活用の実現をプロデュース
する企業として、お客様にご満足していただけますよう尽
力してまいる所存ですので、皆様方のより一層のご指導、
ご支援、ご協力を切にお願いする次第です。

「保守サービス向上月間標語」
最優秀賞の表彰を受ける片山誠
氏（左）

「保守サービスに関する感想
文」最優秀賞の表彰を受ける山
野暢子氏（左）
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コンピュータソフトウェア
協会（ C S A J ）とともに、
CEATEC 2019を開催いたし
ます。Society 5 .0が目指す
「一人ひとりが輝く未来社
会の実現」に向けて、共創
（Co-Creation）を志向する
人々がつながる“場”である
CEATECは、今年20周年に
なりますが、さらに業種・産業の幅を広げ、「つながる
社会、共創する未来」の具現化と、未来の社会を描くた
めの変革を一層加速してまいります。その中でも、今回
主催者企画である「Society 5.0 TOWN」では、エネル
ギー・交通・観光・インフラ・金融などの企業が集い、
公共・都市機能、商業、並びに生活サービスの未来をご
紹介いたします。CEATECでお示しする、AI、5Gなど
最新の技術で、従来の枠組みを超えてデータを利活用す
ることにより人々が幸せに、かつ創造的に暮らすことの
できる近未来社会、Society 5.0を実現していくために、
安全・確実な情報処理基盤が不可欠です。
　JECCの最新の保守状況調査結果によりますと、ハード
ウェアの予防保守や障害対応において高い評価を得られ
ていると伺っておりますが、皆様が、日頃取り組まれて
いる保守サービスのさらなる向上を通じ、我が国の情報
技術の発展とSociety 5.0の実現に貢献されていかれるこ
とを期待申し上げます。

綱」では、デジタルガバナン
スを強化するための多面的な
要素を評価軸とする格付け制
度を創設し、投資家等の判断
材料とすることで、企業経営
者にデジタルトランスフォー
メーション促進を働きかける
といった方針が盛り込まれて
います。経済産業省としても

しっかりと取り組んでいく所存でございます。
　こうした流れの中で、保守サービスを担う皆様の重要
性はますます高まります。既存システムの高度な維持管
理に加え、新たなITシステムに代替されていくことで、
新旧両方のシステムで高品質な保守対応が求められてい
くことが考えられます。
　今回受賞された方の技術や取り組みはもちろんのこ
と、本日お集まりの皆様の卓越した技術や取り組みが、
日本の産業基盤を支え、ひいては各社の事業のご発展に
つながっていくことを強く期待しております。

一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）
川上景一常務理事による同協会会長祝辞（要旨）
　「第48回優秀保守技術者表彰式典」が、このように盛
大に開催されましたことをお慶び申し上げます。
　私共、電子情報技術産業協会（JEITA）は、10月15日
から18日まで情報通信ネットワーク産業協会（CIAJ）、

挨拶する経済産業省の渡辺琢也
商務情報政策局政策企画委員

挨拶する電子情報技術産業
協会の川上景一常務理事
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のセンタに駐在し、｢銀行業務
の重要性｣、｢社会的影響度｣、
｢お客さまのITシステム｣を熟
知した上で、日々の保守業務
において組織的で、かつ迅速
な対応に努めております。み
ずほ銀行様は、国内最大級の
顧客基盤、国内外の拠点ネッ
トワークを有するリーディン
グバンクとして、グループ内
の信託銀行や証券会社、資産運用会社、シンクタンク等

受賞者を代表して挨拶する
株式会社日立システムズの
三木靖広氏

表彰式典終了後に記念撮影する受賞代表者一同

　最後になりますが、本日、表彰の栄に浴された皆様を
はじめ、ご出席の皆様方のご健勝とさらなるご活躍を心
からお祈り申し上げまして、お祝いの言葉とさせていた
だきます。本日は誠におめでとうございました。

受賞者代表の
三木靖広氏挨拶（要旨）
　本日ここに、令和元年度「優秀保守技術者表彰式典」
に際し、甚だ僭越ではございますが、受賞者を代表いた
しまして感謝の言葉を述べさせていただきます。
　さて、私共のグループは長年にわたり、みずほ銀行様
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　優秀保守技術者表彰式
典に続いて、記念パー
ティーが開催された。優
秀保守技術者として表彰
されたグループの代表者
と標語・感想文の入賞
者、各受賞者の所属する
保守会社の社長や役職
者、来賓など多数が参加
した。
　記念パーティーの冒頭
では、経済産業省商務情

報政策局の菊川人吾情報産業課長が、「最近は自然災害
が増えております。先日からの重なる台風により、各地
で様々な被害が発生するなど、これまで以上に安全・安
心に暮らしていけること、またそのためのシステムが支

障なく運用されていることの大切さを、改めて感じるこ
とが多くなってまいりました。皆様の取り組みへの期待
はますます大きくなるとともに、政府も、しっかりと皆
様と手を取って対応していきたいと思います。今回表彰
された方々には、ぜひ次の世代をしっかりと育てていた
だき、次回の表彰者となる方々へエールを送っていただ
きたいと思います。今後もさらにこの表彰式が続いてい
くことを祈念いたします。本日は誠におめでとうござい
ました」と、乾杯
の挨拶を行った。
　参加者たちは、
情報交換や記念撮
影などをしなが
ら、和やかな歓談
のうちに親睦を深
めていた。

　記念パーティー

受賞者や来賓の方々の間で、親交が深
められた

問題も無く推移しております。
　これからも、私たちグループ全員が、お客様業務の重
要性、役割を十分に認識し、責務を全うしていきます。
そして、人とITのチカラで、驚きと感動のサービスをお
客様へご提供させていただくために、迅速かつ高品質な
保守活動に誠心誠意努めて参る所存であります。本日は
誠にありがとうございました。

と連携しながら、幅広いお客様へ最適な金融ソリュー
ションをご提供されておられます。
　私共のグループは、基幹業務を支える｢次期システム共
通基盤｣を代表とした複数の分散系システムにおいて、24
時間／365日の安定稼働を高い水準で求められておりま
す。常にスピードと正確性によるシステム運用にマッチ
したトラブル対応を実践し、今日に至るまで特に大きな

挨拶する経済産業省の
菊川人吾情報産業課長
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サービス事業推進本部　トータルオペレーションセンタ　
ＣＥ統制グループ

［所属・氏名］
サービス事業推進本部　トータルオペレーションセンタ　
ＣＥ統制グループ
山岸美樹（代表）
谷口靖樹、高畑勇、山内貴明、篠原大輔、堀江敏宏、大津一也、
月野木義明、木村善則、蔵野満夫

［表彰理由］
　当グループは、全国のサービス拠点から出動するCEに対して、より早
く正確な保守情報の提供や各種手配、代行処理等のフィールド作業でのサ
ポートを、東西２箇所の拠点で集中集約して実施している。
　「CEへのサービス品質の維持・向上は、その先のお客様の満足度向上に
繋がる。」との考えの下、24時間365日体制で受付を行い、放棄率1％以下
の高品質体制で、全国のCEをサポートしている。
　改善活動にあたっては、コールセンタ運営のグローバルスタンダードで
あるCOPC2000のフレームワークを準拠し、サービス品質とCE満足度の向
上を実現している。
【具体例】
・�受付電話放棄率1回/週でCTIでの着信分析を行い、必要であれば勤務シ

フトの見直しを実施。
・�受付内容を毎月モニタリングし、適切なプロセスで対応しているかプロ

セススキルチェック、明瞭な発声や相応しい言葉使いをしているかのソ
フトチェックを行い、上長による指導・改善を実施。

・�長時間を要している案件は、内容の確認/分析を行い、妥当性・回避策を
確認し、課内広報を実施。

・�休日/夜間においては、障害受付案件の担当CEへの連絡成功/不成功の監
視も行い、案件対応漏れを防止。

・�利用アンケートをCEに対し1回/年実施、結果を元に改善を行い、満足度
の維持/向上に努めている。

　富士通株式会社関係

■株式会社 富士通エフサス
［グループ名称］

多摩カストマサービス部　東京海上常駐グループ
［所属・氏名］

サポート統括本部　東京第二サポート統括部　多摩カストマサービス部
大西浩喜（代表）
辰口俊一、大矢一成、小森稔和、増金大貴、中村高治、田邉健太、
渡邊親次、上山敏幸、田原大輔

［表彰理由］
　当グループは、東京都多摩エリアにセンター拠点を持つ東京海上日動火
災保険様にて常駐保守を行っており、お客様の理念である「エンド顧客へ
対する最高品質のサービスにより安心と安全をひろげる」に基づき、日々
の高品質で迅速な保守サービスを提供している。
　システム稼動以来、四半世紀にわたる常駐保守により、お客様とは良好
な関係を維持継続しており、お客様から絶大な信頼を得ている。2018年度
はシステムダウンなど業務影響のあるトラブルは発生しておらず、年間を
通じてのトラブル発生は2件と安定稼働している。また、昨年末から本年1
月にかけて行われたホストリプレース作業においては、1ヶ月という短納期
の中で、お客様環境を熟知した常駐CEが綿密なスケジュールの提案と機器
導入から本番移行までを無事に完遂し、本活動を通して当グループのお客
様システムを守り続けるプロ意識と高い技術力に対して、お客様より高い
評価を得た。

■都築テクノサービス株式会社
［グループ名称］

首都圏統括部　第一フィールドサポート部　第二フィールドサポート課

　株式会社日立製作所関係
■株式会社 日立システムズ
［グループ名称］

金融プラットフォーム事業部　サービス本部　アドバンスドサービス部　
第一グループ

［所属・氏名］
金融プラットフォーム事業部　サービス本部　アドバンスドサービス部　
第一グループ
三木靖広（代表）
藤井康朗、伊藤清人、木嶋克成、外崎章、浦田梓司、坂井一樹、
高橋智樹、佐久間洋、白石禎雄

［表彰理由］
　みずほ銀行は、国内最大級の顧客基盤、国内外の拠点ネットワークを有
するリーディングバンクとして、グループ内の信託銀行や証券会社、資産
運用会社、シンクタンク等と連携しながら、幅広いお客様へ最適な金融ソ
リューションを提供している。特に、基幹業務を支える「次期システム共
通基盤」を代表とした複数の分散系システムにおいては、24時間／365日の
安定稼働を高い水準で求められている。
　当グループは、３行統合前の1997年から長期にわたり本センタに駐在
し、「銀行業務の重要性」「社会的影響度」と、みずほ銀行ＩＴシステム
を熟知した上で、日々の保守業務において組織的かつ迅速な対応に取り組
んできた。
　常にスピードと正確性によるシステム運用にマッチしたトラブル対応を
実践し、今日まで特に大きな問題も無く安定したシステム運用に貢献でき
ているため、お客様より高い評価を得ている。

■株式会社 四国日立システムズ
［グループ名称］

香川サービスグループ
［所属・氏名］

香川サービスグループ
押谷眞児（代表）
高橋義憲、久保壽朗、黒田博幸、伊賀将吾、川西大地
愛媛サービスグループ
村上成明
香川サービスグループ
山下弘貴
徳島サービスグループ
近藤博史
香川サービスグループ
笹岡一仁

［表彰理由］
　当グループは、某鉄道会社殿発券端末機の保守を担当している。
　当グループ員は、お客様の公共性・重要性を十分に理解し、端末機の安
定した稼働、トラブルへの迅速な対応、事前準備による正確な作業を常に
念頭に置き、日々の業務に取り組んでいる。
　今回、お客様から優秀な保守拠点を表彰する制度において、当グループ
の日常的な定期点検および緊急時の障害回復作業などの保守活動が認めら
れ「最優秀賞」を受賞した。具体的には保守サービスにおける「質の高い
保守作業」、「端末障害の早期復旧」、「作業時間の遵守」の３項目の観
点で、当グループがお客様から極めて高く評価された結果である。
　前述の表彰にもみられるように、日々の保守活動を通じて、同グループ
各員が社会インフラとも言えるお客様端末機を守り続ける強い姿勢や、保
守作業における高い技術力に対して、お客様からの高い評価と厚い信頼を
得ている。

■株式会社 日立システムズフィールドサービス
［グループ名称］

優 秀 保 守 技 術 者 と 表 彰 理 由 （敬称略）
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佐藤正梓、佐々木克弘
北海道支店　エンジニアリング部　カストマサービス課
成ケ澤孝志、大橋勉、千葉直也、大平一彰、東川直樹、藤原英展、
楢山敦史

［表彰理由］
　当グループは、オフコン導入以来30年以上にわたり、お客様の社会シス
テム安定稼動に向けた、24時間365日体制での保守サービスを提供してき
た。保守体制は北海道岩見沢市の拠点に加え、札幌市からのバックアップ
体制も整え、お客様にトラブルゼロで安心・安全・安定を提供している。
　また、2018年度に実施したリプレースでは、短時間での切替が必要で
あった為、CE及び営業・SEとの三位一体での組織対応にて様々な工夫や努
力を重ね、ミスゼロ、遅延ゼロで作業を完遂した。
　上記活動により、お客様からはシステムの公共性・重要性を十二分に理
解した当社保守員の高い技術力、トラブル対応力、及び品質・知識・経験
を高く評価された。

■トーテックアメニティ株式会社
［グループ名称］

ネットワークソリューション事業部　第３システム部　第１グループ
［所属・氏名］

ネットワークソリューション事業部　第３システム部　第１グループ
（名古屋ＣＳ）
佐藤正晴（代表）
ネットワークソリューション事業部　第３システム部　第１グループ
（春日井ＣＳ）
八十島貴博
ネットワークソリューション事業部　第３システム部　第１グループ
（名古屋ＣＳ）
塚田直樹
ネットワークソリューション事業部　第３システム部　第１グループ
（春日井ＣＳ）
市川雅弘
ネットワークソリューション事業部　第３システム部　第１グループ
（名古屋ＣＳ）
樋口尭志、森楓馬、福尾佳祐、村田祐真、種田雅梓、八木海徒

［表彰理由］
　当グループは、愛知県尾張地区を保守エリアとし、自治体様、病院様、
製造・流通業様など業種も幅広く、稼動しているサーバ・クライアント・
ネットワーク・流通機器など、主要な富士通製品の保守サービスに従事し
ている。また、トラブル発生時の業務影響を最小限とするために、グルー
プの主要地区に拠点CSセンターを配備し、迅速な初動対応と拠点間連携に
よる相互体制を図ることで、お客様視点による保守サービスに取り組んで
いる。
　みよし市役所様においては、三好町役場様の頃から30年以上に渡り保守
を担当しており、お客様の業務や要望を把握し、機器の稼動状況に合わせ
た点検の実施および、迅速なトラブル対応を行い、高品質な保守サービ
スを提供してきた。この取組みの結果、現行システムを含め、過去20年以
上、主業務である住民情報サービスにてハードウェアトラブルの影響を与
えることも無く、現在も安定稼動を継続している。
　また、2012年GW期間の新庁舎移転では、電算室内および各部署の機器
を短期間で移設するにあたり、準備期間から担当部署・関係各社とリスク
回避に向けた調整を積み重ね、本番稼動を迎えることが出来た。更に、
2015年8月のホスト更新作業においても、同様に事前準備の徹底を実践する
ことで、問題無く作業を完遂した。
　このように、お客様視点に立った、保守サービスの提供を常に心掛けた
行動により、みよし市役所様はじめ、地域の多くのお客様からも高い評価
を得ている。

［所属・氏名］
首都圏統括部　第一フィールドサポート部　第二フィールドサポート課
池田康洋（代表）
鈴木英一、菊地徹、福田大、若林巧弥、佐竹重信、小矢政司、
棚橋靖基、益大介

［表彰理由］
　当グループは東京都中央区を中心とした東東京エリアの保守業務を担当
している。
　お客様は、富士通機器を中心に機器販売からコンサルティングおよび設
計、システム開発、アウトソーシング事業、総合運用管理等、幅広く事業
を展開されている。これまで汎用機やオフコン、IAサーバ等、様々なシス
テムが導入され、当グループは、トラブル発生時には、常に迅速且つ万全
な保守体制で対応し、20年以上システムの安定稼動に貢献している。担当
する技術員は、重要システムの安定稼働を目標に、各装置の技術習得は勿
論、定例会等で定期的にお客様先を訪問し、お客様固有システムの役割や
稼働状況を把握し、汎用機から基幹IAサーバ移行時には、お客様と綿密な
移行計画を立て、トラブル無く完遂した。
　また、現在も安定稼働を継続しており、業務の効率化とシステムの安定
稼働を目指すだけでなく、CEとしての気づき能力を活用する事で、お客様
とより一層の信頼関係を築いている。
　このように、お客様起点に立った対応をする事で、多くのお客様より高
い評価と厚い信頼を得ている。

■富士通エフサス
［グループ名称］

サポート統括本部　東日本第三サポート統括部　
北海道カストマサービス部

［所属・氏名］
サポート統括本部　東日本第三サポート統括部　
北海道カストマサービス部
齋藤泰司（代表）
熊谷公章、杉中洋介、貞廣和哉、金子哲也、金子毅、成田和彦、
小林直樹、加藤晃三、橋詰和樹

［表彰理由］
　当グループは、北海道上川・石狩地区を中心に、30年余り富士通の保守
サポート部門としてお客様に寄り添い、システムの社会的重要性を認識
し、遅延のない正確なシステム導入計画と実行、そして、日々の運用を支
える予防保守と迅速な障害復旧に努めてきた。
　お客様である上川管内電算事務共同処理協議会様は、北海道上川地区の7
町協同運営の電算センターであり、30年以上にわたり富士通製汎用機を利用
した行政基幹システムを運用している。現在のシステムは、2017年3月に汎
用機から基幹IAサーバであるPRIMEQUESTへ更改し、長年蓄積された資産
を継承しながら、財務・税務等の町行政の基幹システムを運営しており、当
グループ員は、保守作業によるシステムの安定稼働と共に、設備環境の改善
対策等もお客様視点で考え、お客様へ新しい価値を提供してきた。
　また、2018年9月に発生した胆振東部地震による北海道全域の停電では、
お客様システムにて電力供給停止の影響があったが、同社エンジニアはい
ち早く駆け付け、システム全体の点検を行い、安全確認をとった上で無事
に稼働することができた。
　日々、お客様にご満足いただける保守サービス提供とお客様第一を考え
た活動を行っており、お客様からは当社エンジニアへ強い信頼と高品質な
サービスについて高評価を得ている。

■扶桑電通株式会社
［グループ名称］

夕張市様　電算機保守グループ
［所属・氏名］

北海道支店　岩見沢ＣＳセンター
山﨑竜二（代表）
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■株式会社 富士通エフサス
［グループ名称］

フロントプロセス改革推進部　保守プロセス改革グループ
［所属・氏名］

システムサポート本部　サポート品質技術開発統括部　
フロントプロセス改革推進部
吉田真（代表）
谷本幸総、平岩英海、仲村元陽、吉田裕貴、徳吉博、関口広和、
鈴木寛、西村公利、真次純、月橋峻介

［表彰理由］
　当グループは、全国のCEが日々の保守業務を迅速かつ円滑に実施できる
よう、保守ビジネスの基盤となるフィールドツールの企画・提供を行って
いる。富士通グループでは、お客様に対して24時間365日対応のサポート
を提供しているが、保守対応でお客様先にCEが向かう際には、携帯電話・
ノートパソコン・通信カードなどの複数の機器を持ち込み、さらに、マ
ニュアルなど紙資料の事前準備、作業終了後の報告書の保管・データ化な
どを必ず事務所で行う必要があった。
　このように従来のプロセスでは、事務所を起点としてお客様先に訪問・
作業を実施後、再度事務所に戻っての事務作業が必要であった。複数の作
業を実施する場合には、この繰り返しによって移動時間がかさみ、非効率
な行動になるとともに、移動中に持ち歩く「重要情報」も多く、常にセ
キュリティリスクと隣り合わせにあった。
　当グループは、「保守用スマートデバイス基盤」の提供により、まず移
動回数の削減、携帯する重要情報の撲滅を主眼に置き、事前準備作業を徹
底的に改善した。更に、お客様へお渡しする作業報告書の作成・報告・署
名をスマートデバイスにて一貫して行う「電子作業報告書」へと発展さ
せ、現場起点のワークスタイルへと変化させた。これらのインフラにおい
ては、セキュリティリスクを徹底的に排除すべく、セキュアなクラウド環
境で実現し、スマートデバイスには一切データが残らないため、CEも安心
して利用できる環境である。
　近年の働き方改革において、事務所起点の行動では実現できなかったテ
レワークや自宅からの直行/直帰の実施も可能となっており、現場での利
用数も格段に向上するとともに、すべての作業の電子化によりCEだけでな
く、お客様からも利便性が大幅に向上したとの声を多数いただいている。
　以上のような活動を通じて、保守サービス品質の向上に貢献しているこ
とから、お客様より高く評価された。

　三菱電機株式会社関係

■三菱電機インフォメーションネットワーク株式会社
［グループ名称］

カスタマサービス第一部　多摩カスタマサービス課
［所属・氏名］

統合運用フィールドサービス統括部　カスタマサービス第一部　
多摩カスタマサービス課
山崎譲二（代表）
松並友彦、池羽大作、藤江正和、山口了司、新井琢也、菅沼俊行、
寺下知希、小林拓弥

［表彰理由］
　当グループは、東京都多摩市を中心に、神奈川県西部、山梨県、長野県
の一部という広範囲のお客様に24時間365日対応の保守サービスを提供して
いる。
　その中でも某銀行様のデータセンター内においては、24時間365日の常駐
体制を整備。多岐にわたるネットワークの安定稼働に貢献するとともに、
ネットワーク構築においても蓄積したノウハウを活用し、作業効率化の実
現と高い品質のサービス提供を行い、お客様及び関連部門から高い評価を
得た。

■株式会社 富士通エフサス
［グループ名称］

西日本第三サポート統括部　中四国第二ＣＳ部　
岡山・倉敷地区保守グループ

［所属・氏名］
西日本第三サポート統括部　中四国第二ＣＳ部　
岡山・倉敷地区保守グループ
烏田孝一（代表）
遠藤啓介、江草光則、吉田一樹、廣康秀樹、上山雄亮、藤井大輔、
長崎康宏、中山雅士、杉本直樹

［表彰理由］
　当グループは、岡山・倉敷地区を保守エリアとして活動しており、自治
体、医療など多くの社会システムや産業、流通など民需システムの安定稼
働のため24時間365日体制で保守対応を行っている。
　東京製鐵様は、国内4箇所に工場を配置して、地域で発生する貴重な資源
である鉄スクラップをクリーンな電気エネルギーで様々な鉄鋼製品にリサ
イクルしている。
　お客様である岡山工場様で稼働しているGS21ホストシステムは、本社及
び国内4箇所の製鉄工場での受発注・在庫管理・出荷・会計など基幹業務の
中枢を担っている重要なシステムである。
　当グループは、そのことを理解し、トラブル未然防止のため、日頃から
稼働状況の確認や改善提案・予防保守を効果的に実施している。
　このような取り組みの結果、導入当初から大きなトラブルも無く安定稼
働しており、本年6月に予定されているGS21リプレース作業においても、
設置環境調査やレイアウト見直し提案などの事前準備から、本番稼働まで
の移行スケジュール作成、SE/施設部門との作業調整も予定通り遂行して
いる。また、当グループは、保守対応だけではなく、お客様よりシステム
全般に関する現場窓口としても活動しており、様々な課題に対して営業/
SEと連携し、情報を共有させ、早期に解決策をご提案することで、お客様
より高い評価と厚い信頼を得ている。

■富士通エフサス関西カスタマサービス株式会社
［グループ名称］

サポート統括部　大阪第一カスタマサービス部　カスタマサービス課
［所属・氏名］

サポート統括部　大阪第一カスタマサービス部　カスタマサービス課
森田千春（代表）
上佐古孝哉、吉江辰哉、立山裕貴、福田弘志、中本英道、西川政克、
柿本泰宏、松永直樹、海本拓真、坂田充啓

［表彰理由］
　当グループは、大阪府大阪市を中心に、大阪北部から大阪南部エリアに
於いてメインフレームからサーバまでお客様システムの安定稼働に向け、
メンテナンス業務を行っている。
　株式会社淀川製鋼所様は、昭和10年創業の半世紀を越える歴史を持つ鉄
鋼メーカーで、業界トップクラスを誇るカラー鋼板などの工業製品から、
ヨド物置などの一般消費財まで、幅広い分野で鉄鋼メーカーとしての力を
発揮している。
　当グループは、当お客様とは初期導入から47年の付き合いであり、迅速
なトラブル対応を行うのはもちろんのこと、毎年実施しているシステム保
守によりトラブルの未然防止にも努めてきた。また、長期間にわたる安定
稼働の実現で高い評価を得ており、今日に至るまで良好な信頼関係を築い
ている。
　2019年度予定されているホストシステムリプレース作業においては、本
番移行まで旧ホストシステムと併設するため、マシン室の空調の流れや動
線の確保についてお客様起点の提案を行い、ご了承頂き、更なる高い評価
を得た。
　このような愚直な保守対応に加え、お客様への提案も行える技術者とし
て、株式会社淀川製鋼所様をはじめとする様々なお客様から、CEの対応と
技術力に高い評価と厚い信頼を得ている。
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対応と堅実な保守点検など、お客様の業務を理解した上で、海上交通の安
全確保に多大な貢献をし、お客様より高い評価を得た。

　株式会社東芝関係

■東芝ＩＴサービス株式会社
［グループ名称］

北ひびき農業協同組合 様　保守サービスグループ
［所属・氏名］

フィールドサポートセンタ　東日本フィールドサービス部　
北海道サービス担当
片山勝広（代表）
高橋竜治、矢野智章
営業統括部　ＴＤＳＬ営業部　第三担当
梶浦雅裕

［表彰理由］
　当グループは、北ひびき農業協同組合様に導入されている農協運営全般
（信用、会計、購買、組合員勘定など）の業務で使用している、同地区の
本所・支所23箇所に展開されているJA統合ネットワーク及びサーバ、端末
（PC）の保守を実行している。
　機器が停止すると、JAの金融窓口等の信用業務、購買等サービス提供・
支払業務の停止や、青果出荷用のトラック輸送の遅延が発生し、お客様業
務に及ぼす影響が大きく、障害発生時は迅速な対応が求められる。
　当グループは、システムの重要性を理解した上で、定期メンテナンス
や機器の使用環境等、トラブルを未然防止する様々な活動を半世紀（50年
間）取組んできた。その結果、お客様から高い信頼を得ると共に、システ
ムの移行やPCのキッティング等、新たな要望に対し、お客様業務を熟知し
た保守員の現場力で対応する事により、お客様より非常に高い評価を得て
いる。

■東芝ＩＴサービス株式会社
［グループ名称］

株式会社 ジャパンセミコンダクター　大分事業所 様　運用保守グループ
［所属・氏名］

ユニファイドマネジメントセンタ　オンサイトマネジメントサービス部　
推進担当
古庄年広（代表）
佐藤晋嗣

［表彰理由］
　当グループは、約25年間、株式会社ジャパンセミコンダクター大分事業
所様のネットワーク機器（約1,100台）、サーバ機器（約500台）の運用保守
を実行している。
　対象機器は生産システムに直結しており、機器停止は即生産停止に繋が
り、業務へ多大な影響を及ぼす事から、当グループは、システムの構成や
ネットワーク環境等細部まで熟知した上で、能動的にお客様や他事業者と
連携を図っている。また、日々のシステム状態確認など、予防保守に繋
がる運用を行うとともに、万が一、障害が発生した場合は、CE到着まで
の間、当グループにて一次対応を行い、障害復旧時間の短縮を実現してい
る。
　長年にわたり、生産停止に至るトラブルは発生しておらず、運用保守サ
ポートに対し、お客様から高い評価と厚い信頼を得ている。

　日本電気株式会社関係

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

ＮＳサービス部　保守グループ
［所属・氏名］

官庁公共事業部　ＮＳサービス部　第二課

■三菱電機インフォメーションネットワーク株式会社
［グループ名称］

統合運用管制センター　セキュリティ管制課
［所属・氏名］

統合運用フィールドサービス統括部　統合運用管制センター　
セキュリティ管制課
藤戸元樹（代表）
藤井友弘、横山聖、鹿野佳基、長嶋孝朗、山下祐一郎、鈴木康夫、
成島秀明

［表彰理由］
　当グループは、障害コール受付から復旧確認まで一貫して対応する保守
サービスを、金融系のお客様に24時間365日体制で提供している。
　高度な技術力を有したメンバーがお客様からの障害コールを直接受け付
けることで、詳細な事象及びご要望を的確に把握。独自に開発した自動化
ツールを活用し、遠隔からのリモートログインによる障害箇所の切り分け
や、暫定復旧作業を迅速に行っている。また、現地での保守作業が円滑に
進むよう、保守員への技術支援を行い、障害の早期復旧に取り組んでい
る。更に、各メンバーの知識や経験をナレッジデータベースに蓄積し、恒
常的に更新されるナレッジを共有することで、高いレベルでの対応スキル
の平準化を実現している。障害による業務影響の極小化を目指したこれら
の取り組みにより、お客様システムの安定稼働に大きく貢献したことで、
お客様や関連部門から高い評価を得た。

　沖電気工業株式会社関係

■ＯＫＩクロステック株式会社
［グループ名称］

支社統括本部　第一支社　東関東サポートサービス部　水戸支店
［所属・氏名］

支社統括本部　第一支社　東関東サポートサービス部　水戸支店
濵田厚（代表）
小林竜雄、中西崇、根本要、土岐勝美

［表彰理由］
　お客様は、OKI製品のシステム機器を中心に、2012年度より稼動を行っ
ており、近年ATMの稼動も行っている。
　当グループは、2016年より土浦事務センターにおいて常駐活動を行って
おり、常駐室保守員を中心に、多岐にわたり安定稼動に寄与している。
　為替システムにおいては、サーバー機器類を中心に日頃からの運用状態
に注視し、何らかの予兆段階においてもOKIグループ内の連携により、故
障の早期発見から迅速な修理対応をしており、年間を通じてシステムトラ
ブルの発生も無い。
　また、為替集中センターからの問い合わせにも丁寧・迅速・確実に対応
しており、見慣れないメッセージ等の発生時は、OKI-SE部門と協力し、為
替集中センターの業務負担が最小限になるよう活動しており、お客様より
高い評価を得ている。

■ＯＫＩクロステック株式会社
［グループ名称］

支社統括本部　四国支社　サポートサービス部　松山支店
［所属・氏名］

支社統括本部　四国支社　サポートサービス部　松山支店
日林真（代表）
真鍋賢司、稲本将大、長谷川哲也、嶋崎和也、三谷和己
支社統括本部　四国支社　サポートサービス部　高松支店　
ユーザー主管係
植村直人、二川裕司

［表彰理由］
　当グループは、長年にわたり来島海峡海上交通センターの要である海上
交通情報処理システム装置の障害発生時において、昼夜を問わない迅速な
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プは機器の保守及びシステム運用を委託されている。当社技術者は、住民
基本台帳システムをはじめとする各区民サービスシステムの持つ重要性を
十二分に認識し、高い技術力と豊富な経験、組織力を活かし、システムの
安定稼動に従事してきた。
　日々の保守活動では定期メンテナンスを中心に、予防保守による障害の
未然防止に努めている。障害発生時は、社内外の関係技術部門と連携し、
迅速な復旧作業を行う等、全社の保守体制を活用し、対応を行っている。
週次で訪問を行い、機器の稼動確認を実施。また、お客様にシステムのお
困りごとをお聞きするなど、安定稼動に向けた改善活動を実施している。
その結果、障害発生時も大きなトラブルに繋がること無く、安定した稼働
状況を維持することができた。
　これは、使用者側の立場に立った対応の成果であり、この実績と日頃の
努力をお客様より高く評価された。

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

群馬支店　サービス課　保守グループ
［所属・氏名］

北関東支社　群馬支店　サービス課
小笠原信（代表）
進藤一通
北関東支社　群馬支店　太田営業所
飯島勇太
北関東支社　群馬支店　サービス課
服部亮、佐々木隆次、山口貴治、小林正幸

［表彰理由］
　群馬県警察の運転者管理システムは、現在ホストマシンとしてi–PX9800
並びにEXPRESSサーバ群を中心に、各部署に設置された端末で運転免許
証の発行、更新、行政処分、各種講習等の多岐にわたる業務を運用してい
る。
　保守に関しては、昭和57年の運転者管理システム稼働開始以来、
ACOS–4システムを導入しており、NECフィールディング株式会社が担当
しているが、当グループは、本システムの持つ公共性並びに重要性を十分
に理解し、お客様との連携のもとに、安定した運用を実現するために日々
尽力している。
　その保守活動は、常にシステムの稼働状況とお客様の運用内容を把握
し、適切な予防保守により、障害を未然に防止しているとともに、かつ、
障害発生時にあっては業務への影響を極力小さくするために、迅速な復旧
作業をする等、万全の保守対応が行われている。
　加えて、安定稼働に資するための適切な助言と最新情報の継続的な提供
をはじめ、担当保守技術者の、お客様の立場に立ったきめ細かい対応の結
果、ハードウェアに起因したシステムダウンも無く、当県警の運転者管理
システムは安定稼働しており、お客様より高い評価を得ている。

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

茨城支店　保守グループ
［所属・氏名］

東関東支社　茨城支店
伊藤正則（代表）
谷野宮博、荒木義孝、大原弘行、岩谷聡、皆川裕、角幸輝、南沢辰彦、
塚本智章、助川雄彦

［表彰理由］
　2019年1月の茨城県警運転免許システム更新により、ACOSシステム
i-PX9800/S172が稼働した。現行システムはまだ稼動から3ヶ月であるが、
トラブルは発生していない。
　2018年12月に実施した、旧システムから現行システムへの移行作業にお
いても、同社、NEC営業、SE部門による三位一体でのお客様対応により、
問題なく完遂した。また、お客様には、運転免許システム以外にも、各業務

中村一貴（代表）
大門靖尚、井上栄典、外戸口正輝、山下和徳、保田恭平
官庁公共事業部　ＮＳサービス部
齊藤俊也
官庁公共事業部　ＮＳサービス部　第二課
渡邊剛、木内翔太、井嶋祐樹

［表彰理由］
　警視庁様におけるコンピューターシステムは、基幹業務並びに免許管理
業務を中心として利用されている。
　免許証の即日交付や、東京都民が日々安心して暮らせる様、都内全域を
守り続ける為に必要不可欠な社会インフラシステムであり、システムダウ
ンが発生した場合の都民への影響は計り知れない。
　そのコンピューター保守を担当している当グループは、警視庁様のシス
テムがもつ重要性を十分に理解し、お客様（情報管理課様）と連携を取
り、安定したシステムの運用を実現している。
　常にシステムの稼動状況を把握し、適切な予防・予測保守により障害の
未然防止活動に従事し、障害発生時においては迅速な復旧作業に努めてい
る。
　長年にわたる、24時間365日常駐による保守対応の実績により、お客様よ
り高い評価と信頼を得ている。

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

仙台支店　保守グループ
［所属・氏名］

仙台支店
大友誠（代表）
松本紘幸、栗原良行、加藤貴行
郡山支店　福島営業所
高橋幸太
仙台支店
小林智、平野正和、音羽秀貴、長谷川岳、松岡英二

［表彰理由］
　当グループは、宮城県警察本部様に納入されているメインフレームを中
心に、各種サーバ、クライアントPC、基幹ネットワークの保守に従事して
いる。特に、メインフレーム機器ACOSシステムは、長きにわたり使用さ
れており、ここまでハードウェアを起因としたシステム障害は発生してい
ない。また、現在のホストマシンであるI－PX9800は昨年度末に更新を行
い、更新作業に於いても問題無く完遂したことも高く評価されている。
　当グループは、業務の公共性及び重要性を認識し、システム安定稼働を
実現するために日頃より障害の未然防止の為の保守活動を行っている。今
期は、基幹業務である免許システムを中心に安定稼動についてのお困りご
とに対し、お客様目線に立ったきめ細かな対応を行っていく。

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

江東支店　保守グループ
［所属・氏名］

東京支社　江東支店
田仁天舞（代表）
東京支社　フィールドサポート部　第一サービス課
渡邉充昭
東京支社　江東支店
清水寛、青木剛、長谷川慶太、加藤悠介、山本和範
東京支社　運用サービス部
富塚信也、蛯谷賢耕、加茂谷賢一郎

［表彰理由］
　江東区様では最良の区民サービスを提供する為、長年にわたりNEC製
IAサーバで構成される住民基本台帳システム等を使用しており、当グルー
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　結果、現在まで業務に影響が及ぶ障害の発生はなく、安定した稼働を維
持している。
　2018年の年末に免許関連サーバおよび端末の更新に伴い、ACOSシステ
ム側で新元号に伴うテスト環境配下で接続試験を実施したが、接続試験が
正常に完了できなかったため、当社の範疇ではなかったが、お客様の運用
状況を考慮して、同社が前面に立ち、NEC営業・担当SE等の関連部門へエ
スカレーションを行い、NECグループ一丸となり、迅速且つ適切に対処を
行ったことにより、業務に支障をきたす事無く、復旧作業を完了させた。
　この活動で、お客様から高い評価を得た。

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

松山支店　保守グループ
［所属・氏名］

四国支社　松山支店　サービス課
曽野元博（代表）
竹田寿幸
四国支社　松山支店　アウトソーシングセンター
加藤幸一
四国支社　松山支店　サービス課
山元幸正、長田徳幸、石川真庸、上野拓也、山本将平
西日本営業本部　中四国営業部　営業第二課
古田康樹
四国支社　高松支店　サービス課
長井賢

［表彰理由］
　当グループは、愛媛県内を中心にシステム保守サービスを提供してい
る。愛媛県庁では設置される行政情報システムの保守を担当しており、
ACOS4からネットワーク機器まで幅広く24時間365日体制で対応してい
る。また、お客様と日頃より良好な関係を保ち、適切な予防処置や安定稼
働に向けた提案を行い、障害の防止に努めている。今年度には更新した新
しいシステムでサービスを開始し、現在まで大きな問題もなく安定稼働し
ていることから、お客様から信頼され評価を得ている。

サーバやPC、PRも多数ご利用いただいており、当グループにおいてはその
公共性の高さや重要性を十分に理解したうえで、迅速かつ正確な保守対応
を日頃から行っている。その結果もあり、お客様より高い評価を得ている。

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

名古屋支店　保守グループ
［所属・氏名］

中部支社　名古屋支店
中須智哉（代表）
小池洋明、高木昌大、小央勇人、飯野あすか、松田沙也、脇田裕司、
石田卓也、大橋人士、古家耀介

［表彰理由］
　当グループは名古屋市を中心とし，愛知県西エリアにあるお客様へ質の
高い保守サービスを提供しており、機種はメインフレームやサーバからパ
ソコン、POS、専用機器と、幅広く保守対応している。
　丹羽幸株式会社様へはメインフレームを導入から30年もの間サポートし
ており、近年はサーバ及びストレージ機器を導入いただいている。お客様
システムのトラブルは取引先へも大きな影響を及ぼす重要なシステムであ
る。当グループは、通常の保守対応だけでなく、定期的な訪問提案によ
り、システムの安定稼動に繋げている。
　今回、お客様先で発生した災害によるシステム停止に対して、いち早く
駆けつけ、組織力を活かした対応により短期間で業務復旧、影響も最小限
に抑える事ができ、お客様より高い評価を得た。

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

和歌山支店　保守グループ
［所属・氏名］

関西支社　和歌山支店　サービス課
濵田雄一（代表）
馬場幸典、上野博史、桐畑善彦、春田真宏、田村陽一、高田博昭

［表彰理由］
　当グループは、システム導入以来、システムの重要性を認識し、故障の
未然防止・設置環境の改善提案など、機器の保守作業に留まらず、システ
ム全体の運用状況を把握して、お客様要望に沿ったサポートを実施してい
る。
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保 守 サ ー ビ ス 向 上 月 間 標 語 の 表 彰 作 品

最　優　秀　賞

優　秀　賞

全ての作業に心をこめて　実る成果は顧客の信頼
東芝ＩＴサービス株式会社
フィールドサポートセンタ
東日本フィールドサービス部
首都圏サービス担当 片山　誠氏

基本動作の糸紡ぎ技術と
　真心織り込んで　顧客満足オーダーメイド

株式会社 北海道日立システムズ
北海中央サービスグループ 村田　貴行氏

未然防止と迅速対応　組織で叶える安定稼働
株式会社 富士通エフサス
サポート統括本部　東日本第一サポート統括部
千葉第二カストマサービス部 渡辺　真規氏

一つ一つの確認が
　高める品質　得られる信頼

三菱電機インフォメーションネットワーク株式会社
関西カスタマサービス第一課 丸木　仁氏
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保 守 サ ー ビ ス に 関 す る 感 想 文 の 表 彰 作 品

最　優　秀　賞

優　秀　賞

昨日の自分からの変革
ＮＥＣフィールディング株式会社
東京支社　新宿支店　第一サービス課 山野　暢子氏

ありがとうと人生で１番言われた１週間
株式会社 日立システムズフィールドサービス
コンタクトセンタ本部 杉浦　政彦氏

ポケベルの思い出
富士通エフサス東日本カスタマサービス株式会社
南東北カスタマサービス部　福島サービス課 白田　昌己氏

無意識の言い間違え
ＯＫＩクロステック株式会社
支社統括本部　第一支社　
首都圏サポートサービス第三部　品川サービス課　第一係 木村　充氏

ＮＥＣフィールディング株式会社
東京支社　新宿支店　第一サービス課

山野　暢子

　最優秀賞　昨日の自分からの変革
　入社して３年が経ち、少しずつではありますが、
一通りの機器の保守作業も行えるようになりまし
た。一方で、高所に設置されているサーバ類や重量
物のプリンタなどは自分一人では動かす事が出来
ず、どうしても他の方に助けてもらう必要があるな
どと、同僚よりも自分一人でやり遂げられない事が
多く、申し訳ない気持ちがありました。
　会社では、女性でも働きやすい環境の整備を進め
てくれている一方で、「何で会社は私を保守員にし

　「私には一体何ができるのだろう？」私はかなり
悩んでいた時期がありました。
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のお客様に助けていただき、モニターも無事に受付
カウンタ上で安定の良い場所へ移動させました。
　「あー、気がかりな事が解決して良かった、なか
なか普段いるメンバーでは移動させる気が起きなく
て。これでスッキリだわ。」と言って頂きました。
その時、お客様の困っていることは、実際にお客様
先に行って、お客様を意識しないと分からないのだ
なと痛感しました。
　そして、お客様へ作業完了時の報告をした時に、
「今日は色々ありがとうね。これ、ご褒美。また
何かあったら○○さんに連絡するから助けに来て
ね。」と私の手を握って両手いっぱいにチョコレー
トを持たせてくださいました。帰り道、頂いたチョ
コレートを見ながら、今日の出来事を振り返り、目
の奥が熱くなったことを覚えています。
　そうだ、いつもお客様先に訪問している私に出来
ることは、「お客様の立場になって、機器をお使い
頂いているお客様の気持ちに共感すること」だ。そ
れには、まず保守作業を正確に行い、出来るだけ早
く復旧させる。そして、復旧後は引き続き快適に機
器を使って頂けるような環境であるかをお客様と同
じ目線で確認することではなかったのではないか。
　今の私に足りなかったのは、目の前にいるお客様
が求めていることを、きちんと理解し、誠実に向き
合うことでした。何でも自分ひとりでやり遂げるこ
とばかりが頭にあり、一番大切なお客様のことや、
普段一緒に作業をしてくださる社内外の皆さんのこ
とを忘れていました。お客様に喜んで頂けるのは、
必ずしもひとりでやり遂げた時ではなかったので
す。
　それから、毎回の作業では、自分がお客様の立場
になった目線で、自分が作業を行う後のことまでも
考えるようになりました。そこから出てきた課題を
お客様と会話しながら、自分の出来る最大限で向き
合い、それでも出来ないことは、社内の上司や同僚
など多くの仲間と一緒にチームとして達成しようと
意識が変わりました。
　今回の経験を通じて、お客様へ訪問し作業できる
ことに感謝しながら、まだまだ至らない点は多々あ
りますが、私が出来る事を１つでも多くお客様へ提
供できるように努めていきます。

てしまったのだろう？どうせ出来ないことも多い
し、何年かすれば辞めてしまう人も少なくないの
であれば、最初から女性は採用しなければいいの
に。」と感じていた時期でした。
　そんなある日、私は女性のみで運営されている会
社へネットワーク機器の入れ替えに訪問しました。
お客様先ですぐに目に付いたのは、事務作業スペー
スに乱雑に引かれたケーブルの束や、今にも落ちて
しまいそうな受付の手前に置かれたモニターでし
た。その時は、こんなものなのかなと心の中で思い
ながらも、私のちょうど目の高さにあるそれらが気
になっていました。
　作業を始める前に、お客様へ作業の流れを説明
し、機器の設置場所についてお客様に伺う際、「機
器をこちらに配置すると、配線が長くならずに済み
ますが、やはり設置場所・配線は同じようにした方
がよろしいでしょうか？」と私が尋ねると、「い
や、違うのよ。以前ね、別の業者さんがこの線を引
いてくれたんだけど、あまりにも邪魔でね。でもそ
の業者さんはうちのじゃないので分かりませんって
断られてしまって、こんな感じなの。私たちも何と
かしたかったんだけど、機械に詳しくないからその
ままだったの。」とお客様。
　詳しく確認してみると、今回私が入れ替えるネッ
トワーク機器の場所が悪く、このような状況になっ
てしまったようでした。新しく機器を入れる際は、
置く場所をきちんと考えないと、後から導入する機
器などが整備しづらくなり、最終的にはお客様に迷
惑かけてしまうのだなと考えながら、機器の入れ替
えを無事終えました。
　本来であれば、ここで私の作業は終了でしたが、
どうしても気になってしまい、思わず「すみませ
ん、どうしても気になってしまって。もしよろしけ
れば、このモニター、少し安定の良い場所へ移動さ
せませんか？」とお尋ねしてしまいました。
　すると、「やっぱりそうよね、最近地震が多くて
気がかりだったの。やってくれる？」とお客様。し
かし、大きなモニターだったため、私一人では移動
させる事がどうしても出来ず、事情を説明し、お客
様にお手伝い頂けるかお願いをしてみました。
　「早く言ってよ、それぐらい大丈夫よ。」と２人
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JECCはMicrosoft Financing（※1）の認定リース会社です。

Microsoft社ライセンスのご導入を検討されている際には、是非弊社にご相談ください。

ライセンス使用許諾契約に則ったファイナンスソリューションをお客様にご提案いたします。

ライセンス使用許諾契約に則ったリースでの導入が可能です
Microsoft社のライセンスは、リースによる導入が認められていない場合があります。
Microsoft Financingのパートナーである弊社は、ライセンス使用許諾契約に則り
お客様のコンプライアンスニーズに対応した契約方法をご提案することが可能です。

お客様のご予算に合わせたフレキシブルなお支払プランをご提供いたします
費用の平準化/中長期の投資計画に合わせた予算配分/短期の投資予算枠の捻出・確保といった、
お客様のご要望に沿ったフレキシブルなお支払プランをご提案いたします。

トータル・ソリューション・ファイナンスをご提供いたします
Microsoft社のソフトウェアだけではなく、他社のソフトウェア（※2）、
サービス、ハードウェアの購入費用、保守料等についてもご対応いたします。

お客様のメリット

※１：Microsoft Financingとは…… Microsoft Financing は、マイクロソフト コーポレーションが金融パートナーとともに展開するファイナンス・ブランドです。
※２：他社ソフトウェアは、使用許諾条件の関係からリースとしてお取り扱いできない場合がありますので、事前にご相談願います。

お問い合わせ先 株式会社 JECC　営業統括本部 TEL：03-3216-3750

＋ ＋ ＋ 総IT投資＝コスト

Microsoft社
ソフトウェア

他社ソフトウェア/
ハードウェア

システム
開発費用

システム
トレーニング費用トータル・

ソリューション・
ファイナンスの
イメージ図

弊社はお客様の
総IT投資コストを
すべて平準化
できます！

Microsoft社ライセンスのリースは
JECCにお任せください !

発行所：株式会社 JECC 〒100-8341 東京都千代田区丸の内3-4-1 新国際ビル　TEL 03-3216-3680

発行人：桑田　 始　 　 編集人：富田　　卓志

本誌記事等の無断転載を禁じます。

　本誌送付先の変更・中止については弊社技術調査室までご連
絡いただきますようお願い申し上げます（ご連絡の際は、封筒
の宛名に記載されているお客様番号をお知らせください）。
　お客様からご提供いただいた個人情報はJECCNEWSの発送の
みに利用させていただき、それ以外の目的で利用することはあ
りません。なお、個人情報の取り扱いについては、弊社ホーム
ページに掲載しております「個人情報保護方針（https://www.
jecc.com/policy.html）」をご参照ください。

JECCNEWS編集部からのお知らせ

【送付先の変更・中止、個人情報に関するご連絡】

〒100-8341　東京都千代田区丸の内3-4-1 新国際ビル
株式会社 JECC　技術調査室　

JECCNEWS編集部
TEL：03-3216-3680／FAX：03-3215-7606
弊社ホームページ：

「フォームでのお問い合わせ」


